
かぐや姫の里の集い 

「とやまの竹利用アイデアコンテスト」審査結果 
 

１ 概要 

 竹林の再生整備と拡大防止を図り、美しい竹林を維持していくためには、地域の方々の

継続的な竹林利用を進めることが重要です。 

 このため、県では、平成２１年度の新たな取り組みとして、だれにでもできる竹の利用

方法を普及するため、各家庭で身近に使える簡易な竹製品のアイデアを募集しました。 

 審査は、審査員が作品を手にとってみるなどして、作品の作りやすさや使いやすいさな

どの基準により、優秀賞３点が選ばれました。 

 今後は、県内各地において開催される森の寺子屋などを通し、普及を図っていくことと

しています。 

 

２ 募集及び応募状況等 

（１）募集期間  ６月４日から８月１０日 

（２）応募状況  県内在住の小学生から一般の方まで９８作品の応募 

（３）表  彰  「かぐや姫の里の集い」（10月 24日 氷見市上田地内）において、 

優秀賞受賞者に賞状と副賞を贈呈 

 

３ 審査会の概要 

（１）日  時  平成２１年９月２９日（火） １５：００～１６：３０ 

（２）場  所  県民会館 ７０４号室 

（３）審査内容  優秀賞（富山県水と緑の森づくり会議 議長表彰） 

（４）審査員名簿                          五十音順 

 氏 名 役  職 

1 明野 忠 富山県農林水産部 次長 

2 内村 悦三 県中央植物園 園長、竹資源フォーラム 会長 

3 小幡 智恵子 前富山県地域活性化グループ協議会 会長 

4 西川 牧子 ＪＡ富山県女性組織協議会 副会長 

 

４ 優秀賞 受賞作品 

名称 包 丁 
かぐや姫のくつべら 

と くつべら入れ 
ランプシェード 

審査員コメント 

 

（審査状況） 

現在のﾌﾟﾗｽﾁｯｸ社会か

ら竹という自然のものを

使う原点に返る点が評

価された。これでお菓子

などを切りたい。 

表情が愛らしく、外出時

に元気な気分になる。帰

ってきても心安らかにな

る。 

作るのは少し難しいが、

実用的な意味合いを持

った作品である。 

 

   

 

５ その他 入賞作品は、１０月１０日の木と住まいフェア 会場（射水市黒河 県木材

研究所）においても展示されます。 



 

 


